



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































横光利一の 「時代感覚」 ―縦断研究法に基づく 『上
海』の生成批評に向け
　「繍」
　
第
20号
　
19〜
35頁
　
早
稲田大学大学院文学研究科日本語日本文学コース（近代）
　
繍の会
　
’08（平成
20）年
3月
11日

劉
 　
妍
　
横光利一『上海』の「革命の形式」の問題―左翼作
家茅盾『子夜』と比較して―
　「国文学研究ノート」
　
第
43
号
　
31〜
49頁
　
神戸大学文学部国語国文学研究室内神戸大
学「研究ノート」
　
’08（平成
20）年
3月
31日

林
 　
京子
　『読書のすすめ』
　『上海』 「上海」そして上海
　
第
12集
　
20〜
28頁
　
岩波文庫編集部編
　
岩波書店
　
’08（平成
三三
20）年
5月
23日
　
 →『読書のとびら』収録
　『上海』 「上海」そして上海
　

171〜
179頁
　
岩波文庫別冊
22　
岩波文庫編集部編
　
岩波書
店
　
’11（平成
23）年
11月
16日
渡
 邊一民
　
戦時下
10年の中国と日本（上）―中国文学研究会
をめぐって―
　「思想」
　
2008年
6号
　
№
1010　
6〜
34頁
　
岩波
書店
　
’08（平成
20）年
5月
30日

　
 戦時下
10年の中国と日本（下）―中国文学研究会をめぐっ
て―
　「思想」
　
2008年
7号
　
№
1011　
123〜
147頁
　
岩波書店
　
’08　
（平成
20）年
6月
28日
　
横光利一『上海』なし
　
 →『武田泰淳と竹内好
　
近代日本にとっての中国』収録
　　
Ⅰ戦時下の十年
　
7〜
93頁［
1中国と日本
　
7〜
12頁］
　　
みすず書房
　
’10（平成
22）年
2月
25日
武
 田泰淳
　『上海
1944-
1945　
武田泰淳『上海の螢』注釈』
　
上海
の螢
　
7〜
210頁［雑
ツア
種チュン
　
119〜
151頁］
　
大橋毅彦・趙
　
夢雲・
竹松良明・山崎眞紀子・松本陽子・木田隆文編著
　
双文社
出版
　
’08（平成
20）年
6月
20日
山
 崎眞紀子
　
注釈
　
横光利一の「上海」 （
140頁）
　
138〜
139頁
　　
同右

倉
 橋幸彦
　『上海本』蒐録（
4）　
155〜
176頁［
105. 上海
　
横光利
一
　
164〜
164頁］
　「大阪産業大学
　
人間環境論集」
　
第
7号
　
大阪産業大学学会
　
’08（平成
20）年
6月
30日

　
 →『租界上海紙巧図』収録
　
9. 『上海本』
101―上海本蒐書
目録（
1878-
1932）―
　
128〜
235頁
　［
97. 上海
　
横光利一
　
216〜
216
頁］
　
好文出版
　
’13（平成
25）年
4月
27日
金
 　
季
杍
　
横光利一『紋章』論―長篇小説の「構成」―
　「国
語と国文学」
　
第
85巻第
8号
8月号
　
通巻第
1017号
　
54〜
66頁
　
東京大学 語国文学会編
　
至文堂
　
’08（平成
20）年
8月
1日
中
 川智寛
　
異郷での彷徨―「上海」の一解法
　「日本研究」
　
第
38集
　
221〜
231頁
　
人間文化研究機構国際日本文化研究セ
ンター
　
’08（平成
20）年
9月
30日

十
 重田裕一
　
一九二六年日本、文学と映画との遭遇
　「比較
文學研究」
　
第
92号
　
特輯横光利一
　
5〜
17頁
　
東大比較
文學會編
　
すずさわ書店
　
’08（平成
20）年
11月
30日
林
 　
少陽
　
漢字圏文脈のモダニズム文学―近代修辞批評の系
譜における横光利一の批評理論について―
　
47〜
64頁
　
同
右

教
 誓悠人
　
横光利一「或る長篇」 「上海」研究―改稿過程
及び構成について―
 「近代文学試論」
　
第
46号
　
23〜
36頁
　
広島大学近代文学研究会
　
’08（平成
20）年
12月
25日

蘭
 　
明
　
李箱における横光利一受容の深層―『上海』および
「青い大尉」との葛藤―
 「日本研究」
　
第
38号
　
187〜
209頁
　
韓國外國語大學校日本研究所
　
’08（平成
20）年
12月
30日

　　　
二〇〇九（平成二十一）年
韓
 　
然善
　“改造”される『上海』―外国人表象を中心に
　
三四
―
　「北海道大学大学院文学研究科研究論集」
　
第
8号第
　
2分冊
　
53〜
74頁
　
北海道大学大学院文学研究科
　
’09（平
成
21）年
1月
19日
浦
 田
　
剛
　「或る長編」から『上海』へ―雑誌『改造』を基
軸とする外在的な考察の試み―
　「繍」
　
第
21号
　
72〜
85頁
　
早稲田大学大学院文学研究科日本語日本文学コース （近代）繍の会
　
’09（平成
21）年
3月
12日

日
 置俊次
　
横光利一論―ヨーロッパからの帰路―
　「青山語
　
文」
　
第
39号
　
67〜
81頁
　
青山学院大学日本文学会
　
’09（平
成
21）年
3月
20日
　
 →『国文学年次別論文集近代
3平成
21（
2009）年』収録
　
横
光利一論―ヨーロッパからの帰路―
　
201〜
208頁
　
学術文献
刊行会編
　
朋文出版
　
’12（平成
24）年
6月
天
 野知幸
　
マリヤはマリヤひとりの死を死ぬ―武田泰淳「聖
　
女俠女」と戦後の上海
　「金沢大学国語国文」
　
第
34号
　
特集上田正行教授退任記念
　
88〜
97頁
　
金沢大学国語国文
学会
　
’09（平成
21）年
3月
23日

高
 綱博文
　『 「国際都市」 上海のなかの日本人』
 第
2章上海 「在
華紡」争議―一九二五年
　
70〜
115頁
　
研文出版
　
’09（平成
21）年
3月
23日
横
  光利一
　【口絵写真】昭和十三年訪中・未公開手帳メモ
　　
「横光利一研究」
　
第
7号
　
ⅰ〜ⅳ頁
　
横光利一文学会
　
’09　
（平成
21）年
3月
30日
井
 上
　
聰
　
横光利一、最後の訪中未公開手帳メモについて
　　
1〜
11頁
　
同右
大
 橋毅彦
　
横光利一文学会第九回研究集会（立命館大学国際
　
言語研究所共催） 「特集
 東アジアネットワークの中の横光
利一」より
 コロキアム：
鄔
其山・
L
yceum
・上海ゲット
―
　
／
 ゲストスピーカー大橋毅彦・ディスカッサント金
泰
暻・ディスカッサント崔真硯・コーディネーター中川成
美
　
50〜
81頁
　［ゲストスピーカー大橋毅彦氏
　
52〜
68頁］
　
同右
佐
 山美佳
　「落下」する物語の行方―モダニスト・横光利
一と北川冬彦をめぐって―
　「第
32回国際日本文学研究
集会会議録世界文学の中の日本文学―物語の過去と未来―」
　
第
32巻
　
95〜
105頁
　
人間文化研究機構国文学研究資
料館
　
’09（平成
21）年
3月
31日

蘭
 　
明
　
李箱における横光利一受容の実態及びその深いわけ
　
―一九三〇年代北東アジア文学形成 表象として―

107〜
117頁
　
同右
竹
 松良明
　
知二の〈上海もの〉の色調―戦時下上海の都市イ
　
メージの変容―
　「阿部知二研究
　
城からの手紙」
　
第
16号
　
14〜
22頁
　
阿部知二研究会
　
’09（平成
21）年
4月
26日

揚
 　
韜
　
トランス・ナショナル通信
　
望平街―近代上海のフ
リート・ストリート
 「横光利一文学会会報」
　
第
15号
　
7
〜
9頁
　
横光利一文学会事務局
　
’09（平成
21）年
6月
20日
三五
蘭
 　
明
　
李箱「地図の暗室」を浮遊する“上海”―横光利一
受容およびその他―
 「日本研究」
　
第
40号
　
273〜
294頁
　
韓
國外國語大學校日本研究所
　
’09（平成
21）年
6月

小
 田光雄
　『古本探究Ⅱ』

7『横光利一全集』と『上海』
　
65
〜
71頁
　
論創社
　
’09（平成
21）年
8月
20日
黒
 田大河
　
堀田善衛と上海―「祖国喪失」と「無国籍」のあ
　
いだで―
　「日本近代文学」
　
第
81集
　
176〜
191頁
　
日本近代
文学会
　
’09（平成
21）年
11月
15日

中
 沢
　
弥
　
トランスナショナル通信
　
砂塵の中の上海
 「横
光利一文学会 報」
　
第
16号
　
8〜
10頁
　
横光利一文学会
　
事務局
　
’09（平成
21）年
12月
12日
